
２月１４日（日）晴天のもと午前１１時よりモンテベロ.クワ
イエットキャノンで開催した。各県人会の代表者や主賓な
ど１５９名が出席した。

堀之内秀久総領事をはじめ南加庭園業連
盟会長藤谷征一氏、南加日経商工会議所
会頭サンキー.キテイーさん等が祝辞を述
べた。森ジョージ新会長をはじめ新役員の
就任式を祝し同協議会の益々の発展を願
った。

司会は西元和彦副会長が担当。祝吟は羅
府国誠流詩吟会師範の中村国司師、佐藤
芳江副会長による主賓紹介。北垣戸和恵
副会長が来賓紹介。

前会長の小林正三氏は任期中役員をはじめ日系コミュニ
テイーの協力に感謝の言葉を述べ、新たに就任した森ジ
ョージ会長に陣頭指揮を託した。

新会長の森氏は宮崎県出身、１９６０年１０才の時に家族と
共に宮崎県から渡米しサンペドロの港に到着した。森会長
は日米両語に強く県人会協議会を力強くサポートして行っ

て頂きたい。

新役員の宣誓式は弁護士のシェフィールド.シ
ェイニー氏立会いのもと行われた。前会長の
小林正三氏をはじめ前年度の役員に対する
表彰も行われ、感謝の盾と記念品が贈られ
た。

余興ではタック西氏の司会で有志によるカラ
オケと、歌のインストラクターの新原由美さん
が歌声を披露して会場を盛り上げ、最後は松
豊会の会主、佐藤松豊が森会長の故郷、宮

崎県にちなみ同県の民謡をアカペラで歌い上げ就任を祝
福した。朝早くから役員、ボランテイアによる準備に感謝しつ
つ、有意義な就任式が幕を閉じた。
　　　　　　　　　　            　記事：ケースビヤ章子
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森会長（左）から感謝の縦を
贈呈された小林前会長
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第5回東日本大震災3.11追悼集会に参加して
「夢と希望に向かってー東北の未来を語る」

3月6日（日）午後、ロサンゼルス市警察本

部を会場に、第５回東日本大震災3.11追

悼集会が執り行われた。1時から3時まで

は屋外会場で慰霊祭や被災3県人会によ

る出展ブース、引き続き、3時15分から5

時半までは427名収容できる大講堂内で

追悼プログラムが開催された。

前日から雨模様と大雨予報にもかかわら

ず、当日は朝から晴天、１００名近くのボ

ランティアメンバーは３つのシフトに各メ

ンバーが配置されて、朝、８時から南加福

島県人会はじめ、岩手県・宮城県紹介の

ブース等を設置、１０時からは当日のみ

ボランティアメンバー用のオリエンテーシ

ョンを講堂内で行い、当日の行事の確認

や各自の役割分担等を確認、福島県人会

からは１５名以上のボランティアが参加

した。

午後１時の開催合図と共に、今年も例年

同様、同県人会の名演奏家たちによる三

味線、琴、尺八などの演奏を通して、青空

の下、艷やかな着物姿と美しい音色で日

本伝統文化が披露された。

各県人会ブースにはお国自慢を観光写

真やパネルで紹介、被災地の模様も紹

介。今年１００個のシクラメンの鉢が華

を添えた。３県が共同してシクラメンを販

売。それらの売上金は主催者団体に寄贈

された。２時からは神道を皮切りに、多宗

派が共存するロサンゼルスにふさわしい

合同慰霊祭が執り行われた。島根県稲荷

神社宮師、キリスト教によるリトル東京に

ある教会牧師、ユダヤ教キャンターシン

ガー、そして、日系リトル東京とロサンゼ

ルス仏教連盟による厳かな法要が次々と

執り行われ、参加者が一人ひとり、献花や

焼香を行った。

３時以降は、大講堂にてメモリアルプログ

ラムが国家斉唱、伊藤輪番先生による法

要、西大和学園による『花は咲く』の合唱

など、会場は和やか雰囲気に包まれた。

参加者はこまで以上の５００名以上。


